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本県農林水産業を基幹産業として持続的に
発展させるための担い手の育成・確保

キャリアアップシステムの整備等により、
本県農林水産業の次代を担う多様な担い手が
意欲と経営マインドを持って魅力的で付加価値
の高い農林水産業を営んでいる

目指す将来像目指す将来像

意 義意 義

１ 農林水産業におけるキャリア教育の意義
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キャリアパスの構築に
よる人材育成

大 学

農業大学校

２ 農業における取組み （１） キャリアアップシステムの整備

・徳島大学
H28 生物資源産業学部

H24 吉野川高校「食ビジネス科」
H26 つるぎ高校「地域ビジネス科」
H29 城西高校「アグリビジネス科」
H30 阿南工業高校・新野高校の再編統合

H28「地方創生型（地域枠）」
５名合格

H29「２年次編入枠」
１名合格

●Ｈ２５ 「アグリビジネススクール」

⇒食の６次産業化をコーディネートする
「食Ｐｒｏ．」(レベル3)の資格取得１２名

⇒農業者の経営スキル向上

●Ｈ２３ 専修学校化

⇒４年制大学への編入が可能に
H27 1名、H28 2名、H29 1名が合格

全国初
６次産業化
人材育成

高 校
専門高校の強化

アグリビジネススクール 農業経営
農業法人
食品企業等



２ 農業における取組み （２） 学校現場と連携した取組み

高 校

城西・科技・徳商×農大

徳商×徳島ヴォルティス×農大

小・中学校

ニンジン収穫体験（藍住西小）

◆農作業体験や調理実習に
よる食農教育

◆大学や企業と連携した
食育や６次産業化教育

野菜料理実習（四国大×吉野川高）阿波すず香で商品開発（吉野川高）

大 学

◆新品種を活用した
６次化商品の開発支援

農業大学校

◆学生による会社運営
◆先進農家での体験学習

模擬会社「徳島農大そらそうじゃ」 木頭ゆずを東京でＰＲ（四国大）

◆経営力を高める「ビジネス科」
◆技術力を高める「テクノ科」

海外研修も！

アグリビジネススクール

実践演習（ビジネス科）

◆大学講義による人材育成
◆地域ビジネス学習への支援



水 産 業

◆高校生への体験漁業の実施
◆高校、大学、漁協と連携した
ワカメ養殖の実証実験
◆阿南高専と連携した研究実施
◆漁業アカデミーの開講準備

３ 畜産業・林業・水産業における取組み

林 業

◆那賀高校の「森林クリエイト
科」創設（H28.4）に対応した
「フォレストキャンパス那賀」の
設置
◆H28.4 「 林業アカデミー」開講
による即戦力の育成

畜 産 業

飼養管理実習（農大）
徳島のフィールドを活かした

インターンシップ（林業アカデミー）

ワカメ研究の成果発表（科技高）

魚類の行動特性調査（阿南高専）

学習館＋１２haの実習フィールド
（那賀高）インターンシップ（板野高）

◆高校生インターンシップの実施
◆農大生・徳大生による試験研
究現場の見学・実習
◆人工授精師の免許取得支援

フォレストキャンパス那賀



４ 成長産業化を支える人材育成

石井町 農林水産総合技術支援センター・徳大石井キャンパス（10ｈａ）

無人搬送ロボットの開発 農場実習（徳島大）

「農林水産業の成長産業化」を支える人材を育成

鳴門市 水産研究課、徳大水圏教育研究センター＋海部郡 水産研究課、県有種苗生産施設

H28.7
連携協定を締結
◆徳島県
（水産研究課、徳島
科学技術高校）

◆徳島大学
◆阿南工業高等
専門学校

（２） マリンサイエンスゾーンの構築

（１） アグリサイエンスゾーンの構築

◆水産海洋資源や先端技術を活用した
研究開発

◆生徒・学生の研修受け
入れ

医療用ミニブタの開発

◆先端技術を活用
した研究開発

温暖化に対応した
新品種の開発

ドローンを活用した水質観測
や発災時被害状況調査 水中テレビロボットの操作実習

◆民間活力の導入でＩＣＴによる次世代型農業の
研究・実証と実践的なフィールド演習

H28.5
連携協定を締結
◆徳島県
◆徳島大学
◆タキイ種苗(株)
◆Ｔﾌｧｰﾑいしい(株)

農大卒業生が経営参画


